
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

『ぼくは赤ちゃんがほしいの』 童話屋/2007 

シャーロット・ゾロトウ文/ペネ・デュボア絵/みらいなな訳 

男の子のウィリアムは、バスケをするよりも、汽車の模型よりも、人形が大

好き。みんなからは「女の子みたい」とからかわれますが、その理由をお

ばあちゃんだけはわかっていました。やさしい気持ちが育つ絵本。 

 
 

 

『森の大きな女の子』 セーラー出版/1998 

エヴェリン・ハスラー文/レナーテ・ゼーリッヒ絵/服部いつみ訳 

むかし、大きな大きな女の子がおりました。人々をびっくりさせないように

と、森の入り口にひとりぼっちで住んでいました。人々との交流や恋に憧れ

ながら果たせないでいた女の子に、カーニバルの日、転機が訪れます。 

 
 

 

『きみのともだち』 岩崎書店/2008/竹内通雅作  

おとこってなに？ へんってなに？ ともだちってなに？  

おままごとやぬいぐるみ、お化粧やスカートが好きな男の子と、サッ

カーや怪獣ごっこが好きな男の子の友情を描いた絵本。 

 

 

 

『みんなちがって…－未来へ伝える「男女共同参画」－』 

明石書店/2006/伊藤美希作・絵/力武由美英訳 

きみえさんは、木のぼりじょうです。おりょうりじょうずなけんいちさん

や、あみもののとくいなゆういちろうさんがいます。たったままおしっこを

するメス犬のパール、青いろが大すきなれい子さんもいます。男の人も女

の人も、みんな一人一人ちがっているからすばらしいのです。えいごのや

くもついている本です 

『イリスのたんじょうび』 文芸社/2016/がりーどちえこ作 

もうすぐイリスのたんじょうび。イリスは花がだいすきで、男の子だけど

いつも耳に花をつけている。みんなで何をプレゼントするか相談するけれ

ど、なかなかきまらない。そんなとき、ジャンが言いだした。「スカート

はどうかな？」みんなびっくり。だって、イリスは男の子だよ…。さて、イ

リスのプレゼントはどうなるのかな。 

  

『ぼくのつばさ』  
評論社/2017/トム・パーシヴァル作/ひさやまたいち訳 

ノーマンは、ごくふつうの男の子。ところが、ある日、つばさが生えてきま

した！空を飛ぶのって気持ちいい！でも、パパにもママにも、ともだちにも

言えません。みんなノーマンのことを「ふつうの子」だと思ってるから…。 

 
 

★ちょっと変わった子どもたちの話 



 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『こまるなあおとうさん』 アスラン書房/1994/  
メイール・シャレヴ文/ヨスィ・アブルアフィヤ絵/いぬいゆみこ訳 

やることなすことドジで、かっこ悪いおとうさんが、ぼくには問題。  

でも、お父さんが参観日に披露したケーキは、すごい傑作でみんなから

拍手大喝采。ぼく、おとうさんのこと見直しちゃった。  

  

『パパと 10 にんのこども』 
ひくまの出版/2001/ベネディクト・ゲッティエール作/那須田淳訳 

パパには、１０にんの子どもがいました。まいにち、１０人の子どものせわで

目がまわりそう。ある日、ひとりで船にのって旅にでることにしました。で

も、パパは楽しくありません。どうしてでしょう…？ 

 
 

『おとうさんのちず』  あすなろ書/2009/ 

ユリ・シュルヴィッツ作/さくまゆみこ訳 

戦争で、何もかも失ったぼくの家族は、遠い東の国まで逃げてきた。 

食べるものも足りなくて、パンを買うお金もほとんどなかった。そんな

ある日、おとうさんは、パンを買うかわりに、地図を買ってきた。おな

かがぺこぺこのぼくは、はじめはおとうさんに腹をたてたけれど・・・ 

★ちょっと変わったおかあさんの話 

『ふたりママの家で』 サウザンブックス社/2018/ 

パトリシア・ポラッコ絵・文/中川亜紀子訳 

私たち３人きょうだいには、ママがふたりいる。みんな「ふたりママ」のことが

大好きだけど、中には違う考えをもつ人がいて…。遠い国から養子に迎え

られた女の子が、家族との思い出を語るあたたかい物語。 

 
 

 

★ちょっと変わったおとうさんの話 

 

『小学生のボクは、鬼のようなお母さんにナスビを売らさ
れました。』 ワイヤーオレンジ/2014/原田剛文/筒井則行絵 

ボクのお母さんとお父さんのお仕事は農家で、ナスビをいっぱいつくって

いました。ボクが１０才くらいのとき、お母さんは鬼のような顔になって、

市場で売れないナスビをボクにひとりで売りにいかせました。ボクが売る

ナスビはぜんぜん売れませんでした。どうしても売りたかったボクは…。 

『おかあちゃんがつくったる』 講談社/2012/長谷川義史作 

おかあちゃんは、ぼくの欲しいものを何でもミシンで作ってしまう。 

でも、作ってくれるものはちょっとかっこわるい。ある日、ぼくが父親参

観のお知らせをもらってくると…。あったかくて、せつなくて、でも笑える

家族の物語。 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『いろいろいろんなかぞくのほん』 少年写真新聞社/2018/ 

メアリ・ホフマン文/ロス・アスクィス絵/すぎもとえみ訳/ 

家族は、いろいろ。いろんな家族がある。大家族もあれば、ふたりっきりの

家族もある。住んでいる家や、休みの日の過ごし方、学校や仕事のことも、

それぞれちがって…。多様化する家族の形をイラストで楽しく紹介する。 

 

★ちょっと変わった家族の話 

 

『うちってやっぱりなんかへん？』 偕成社/2017/ 
トーリル・コーヴェ作/青木順子訳 

春になった。わたしは７さい。お姉ちゃんは２つ上で、妹は２つ下だっ

た。ほしいものは、自転車。いらないものは、パパの口ひげ、３本あしの

イス、ママご自慢のワンピース…。わたしの心はぐるぐるしてる－。ノルウェ

ーの少女の、なやましくて美しい日々をえがきます。 

 

★ちょっと変わった王様・王子様・お姫様の話 

『シンデレ王子の物語』 ウイメンズブックストア松香堂/1995/ 
バベット・コール著/上野千鶴子訳 

ちびで、にきびだらけで、ガリガリでひょろひょろのシンデレ王子は、い 

つも３人の大きな毛むくじゃらのお兄さんたちの後始末におわれていまし

た。ある土曜日の夜、煙突からひとりの妖精が灰まみれで落ちてきて…。 

 

 

 

『トンデレラ姫物語』 ウイメンズブックストア松香堂/1995/ 
バベット・コール著/上野千鶴子訳 

美人でお金持ちのトンデレラ姫はペットに囲まれ気ままな一人暮らしが

好き。ひきもきらない花婿候補者にそれぞれ課題を出し、それをこなした

人と結婚することにした。誰もやりとげられず面目をつぶした時、からい
ばり王子が現れて…。 
 

 

『ウソつきなチルル姫』 
郁朋社/2000/松井つかさ絵/星色スプーン文 

「ハイ」しか言えないお姫さま生活はウソだったんだ。ある日爆発した

チルル姫は、本当の自分として輝くために歩き始めた。幸せになるの

に王子さまはいらない…かも。 

 

『王さまと王さま』 ポット出版/2015/リンダ・ハーン, 

スターン・ナイランド文・絵/アンドレア・ゲルマー,眞野豊訳 

女王さまから結婚するように言われた王子さまは、いろんな国のお姫

さまと会いますが、どうもしっくりきません。最後にやってきた姫のお

兄さまであるハーリック王子に会ったとき、王子さまはときめいて…。

同性を好きになっても不思議でないことを伝える絵本。 

 
 


